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福岡義隆・鳥居 淳・・小林正興・井上智博・南 利幸(広島大学総合科学部)

はじめに

団地の小気候的特色として、田宮兵衛(1 9 6 6 )は東京都下ひばりケ丘団地において都市問

機に団地中心部に気温の高い部分が発生し、団地外部(周辺)との温度差が日の出前に最も大きく

なること、気温の垂直分布観測から接地逆転が発生レていることを明らかにしている.また、榊原

保志 (1982) は、団地内で特に夜間にはっきりとした湿度の低い地域が発生しているごとを述

べている.ごのように、とれまでの研究から団地の小気候の特色がいろいろ明らかにされてきたが、

その特色が団地の大きさや構造等の遣いによってどのように変わるかは殆ど分かっていない。

そとで本研究では異なった大きさや構造を持った団地において気温・湿度等の分布を調べ、そ

の分布や時間変化にそれぞれどのような特徴があるかを明らかにするととを目的とする。その為に

は様々な団地が比較的近接しており、また小気候区的に同ーと考えられる地域ないに存在している

必要がある e 本研究の対象地域、岐阜県各務原市は濃尾平野北部に位置し'東海気候型区， (吉野

正敏、日本地誌 12巻)に属する.この辺りは 15年程前より岐阜市や名古屋市のベッドタウンと

して急速に宅地開発が進んでいる。その過程で各種形態の団地が構築されてきた。これらの団地の

中から代表的なものを選び、また、夏季の観測からは比較対象として同一地域内の愛知県犬山市

'日の出'団地を加えて観測を行った.

E 研究方法

[春季観測]

本年 4月中旬の 6日問、できるだけ風のない天気のよい日の夜間に 10団地について実施した。

観測時間は各団地そけぞれことなるが、日没後 20時とろより翌 6時ころまで 3~ 5西移動観測を

行った。自動車で各団地内外 15 ~ 3 3地点を移動し、全地点で乾球・湿球温度(アスマン式通風

乾湿温度計使用)を、主要 4~6 地点で風向・風速(マイクロアネモ使用)を測定した。なお、各

団地内で気温の定点観測(自記混度計使用)を行い、移動観測に対する時刻播正に備えた.

[夏季観測]

8月上旬から中旬にかけての 6日間実施した.之の回より平野部にあって地形的影響を受けな

い団地として愛知県犬山市の'日の出団地 (No.11) と春季実施した 10の団地(N o. 1 

~ 1 0 )との比較観測を行った，従って、 N o. 1 1では 6日間毎夜、 No. 1~10 では一夜ず

つ同時観測した.観測時間は 20， 22， 24， 2， 4時の 5回である.春は一回の観測で 2時間

以上かかることがあり、その為に時刻補正が必要であったが、それによる誤差を少しでも小さくす

るためにと、観測地点をふやす必要から、観測方法を変えた.すなわち、サーミスタ温度計(乾湿

の 1対)を通風管にいれて、とれを自動車最前部中央に設置(地上約 180cm) し、デジタル表

示計を車内において読み取る.車体の熱を受けないようにするためと自然通風を起こすために、観

測地点付近で 10km/時くらいの低速で走りながら観測した.風速は熱線風速計で測定した。

m 研究結果

[春季観樹の結果]

一例として、緑苑団地、鵜沼台、新鵜沼台の各団地における観測結果について紹介する.観測

は 4月 13 ~ 1 4日である。この日は移動性高気圧におおわれ風が弱く雲一つない快婿であった.

しかも寒気が入り朝方にはそうとう冷え込んだ.この 3つの団地は山を切り開いてつくられたもの

で、おおむね隷苑団地と鵜沼台団地は南向きに、新鵜沼台団地は南西に傾斜している.緑苑団地西

側は大安寺川すじに向かつて急な崖となっている.また、最東部は緩やかな谷となっている.緑苑

団地と新鵜沼台団地の聞には陰平山、新鵜沼台の南側には宝積寺山が位置するなど、これらの団地

をのぞいて山地または谷地にかとまれた地形となっている。
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この臼の結果、緑苑団地北部には強い高温部が寄在し南部にも弱いながらも同組部が認められ

る.また、大安寺川すじには強い低副総がある.この聞の温度差は実に 3. 7・ Cにも遣してい ?J• 

しかし、他の 2つの団地には両副部は存在せずむしろ低温となっている.

この 3. 7・ Cという温度差はこれまでの研究例からみて極めて大きなものであり、これは谷

すじにそって冷気流が流れ込んだことによる低温の結果と思われる.それをうらずけるものとして

緑苑団地東部は谷すじに面しており低温となっている.また、鵜沼台・新鵜沼台にも高温部が存在

せずむしろ低温なのはとの 2団地が谷すじ的な地形なので冷気が溜りやすかったと考えられる.

[夏季観測の結果]

丸子団地と日の出団地の観測結果の一例について紹介する.これらはいずれも平坦地につくら

れた団地で、丸子団地が畑地に、日の出団地は水田にとりかとまれ‘まさに平野に孤立する島状の

団地である.丸子団地は段丘上にあり東側に 10m程度の台地崖をもっ.いずれの団地もすべてー

戸建ての住宅からなる.

観測は 8月 12 ~ 1 3日に両団地を同時に行った。天気は弱い夏型で晴れていたが雲が多く、

1 3日明け方にかけて曇りとなった.風は 2 0 時ごろ 2~3m/秒の比較的強い南風が吹いていた

(丸子団地では地形の関係からか南西風が吹いていたが明け方にかけて次第に弱まりつつ東よりの

風となってきた)

〈気温〉

2 0時とろ丸子団地ではーカ所、日の出団地は団地の狭あい部をはさんで 2カ所の高湿部が団

地上にあり風下側の団地の端に吹き寄せられる傾向が認められる.日の出団地では 22時において

風向の逆転があったが、そのときは 20時とは逆方向に吹き寄せられる感じとなっている。

時間の経過につれて日の出団地の北部の高温部は消滅傾向にあり、また、丸子団地では団地東

部にまで広がっていた高温部が西方に限られる傾向が見られる.とれは、との消滅する高温部が比

較的はばの狭い部分にあり風の影響で熱が拡散しやすい条件であると思われる.

丸子団地においては 22時より伊木山のせまった東西路上を中心として低温部がずっと形成さ

れるが、これはとの地点が谷部にあたり冷気湖が形成されやすい条件にあったためであろう.

団地内の高温部と外の低温部との温度差は 20時において丸子団地では最大 O. 8. C 、日の

出団地では 1. 4・ C、とれが 4時においては丸子が 1. 1・ C、日の出が 1. 4・ Cとなってい

る。

2 0時から 4時までの気温の低下度をみてみると丸子北西部が温度低下が少なく東西道路の東

の方で低下が大きい。日の出では団地南西部に気温低下が少ない部分が見られるが、団地外にも同

程度のものがみられ団地北部では逆に低下が大きいところがある.

低下の大きい部分と小さい部分との差は丸子では最大 1. O. Cである.全体的にみて日の出

の方が丸子より気温低下が O. 5・ C くらい大きいが、とれは団地のまわりの土地利用が丸子では

畑地、日の出では水田で、水田には水がはっていたととから漕熱輸送による温度低下の影響で全体

的な低下の差が出たものと思われる.

《相対湿度〉

団地内は一般に低く、外が高くなっているが、分布状態は気温の分布とよくにており、相対湿

度の低い部分が団地の風下側のへりに分布する傾向がみられる.

しかし、団地内の相対湿度が丸子日の出とも同程度の値(2 0時丸子が最大 71. 2 %、日の

出 72. 2 %、 4時丸子 85. 0 %、日の出 87. 0 %)で平行して上昇していくのに対し、団地

外においては丸子は 20時においてその最大値が 75%であるのに対し、日の出はすでに 82%に

達している地点がある. 4時においても丸子が最大 92. 3 %、日の出で 96. 2 %と 4%くらい

の差がある。これは土地利用と関係がありそうで、水田中の日の出団地の方が蒸発が盛んなため相

対湿度がやや高いのであろうと考えられる.

2 0 ~ 4時の相対湿度の上昇は団地内が低く、外が高いという一般的傾向がみられるが、日の

出団地では逆になるとともあった.

W 考察

夏季の観測については天気があまりよくなかったため、放射冷却が行なわれにくい状況にあり、

団地内外の温湿度の差がでにくかった.しかし、土地利用の違いの影響は出ていた。また、春季に

は谷部に低温域がはっきり現われていることから、地形の影響も重要であることが分かった。
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):友 !i'b干習の 3毎回呈 j亘IIの布畦辺Eと君迂;坑 Lこ 2え bま?す J;修理法

福岡義隆・安田喜憲・南 利霊長'・小林正興・

井上智博・鳥居 淳(広島大学総合科学部)

はしがき

瀬戸内地方における海陸風に関する研究はこれ迄にも数多くなされているが、陸風が一般風と

地形との関係で、吹走時間や吹走範囲などがどのように変わるかについては余り研究きれていない

ように思う。その辺のごとを中心にして海陸風の構造について、既存資料の解析や立体的な実測に

よって研究を進めると同時に、大気環境に及ぼす影響を見るために、空中花粉の飛散を調べること

も、本研究の目的の一つである。季節によって花粉の優先種が異なり、また、海J.!iRと陸風の l次走 H年

間や到達範囲が異なるの‘で両者の関係についてその季節性と地域性を明らかにして、大気環境調査

への応用の可能性を検討したい.

H 研究方法

①まず広島県の大気汚染調査報告書の中にある風向風速頗度表から、広島湾西部(大竹、大野、

二十日市、旧広島市内)の風配図を作成して一般的傾向と局地的特徴を考察する.

@海陸風の実測

2 -1 地上観測

春季観測-1回目 19 8 7年 3月 26白 15時-27臼 17時

場所~大竹市小方港(0 ) ・阿多国島(A ) 

項目~風向風速・気温・湿度・水温(採水法と赤外放射温度計)

2回目 1987年 4月 18日 10時-1 9日 11時

場所~二十日市町田尻(T )・宮島町聖崎 (H)

項目~風向風速・気温・湿度・水温(採水法と赤外法)

2 - 2 立体観測

夏季観測-1回目 1987年 8月 20日 1 2 時 ~21 日 1 2時

場所~大竹市小方港と阿多国島においてパイパル観測(2時間毎)と地

上観測(風向風速・気温・湿度・水温)

とのほか宮島の 2箇所{聖崎・草篭崎(K) )、能美島(岸根

( G) )および兜島でも地上観測を実施

秋季観測ー 2回目 1987年 10月 30日 16時-31日 16時

場所~大竹市小方港・阿多田島にて立体・地上観測

二十日市田尻・宮島聖崎にて地上観測

このほか阿多国島山頂( (A' ) ，約 20 0 m) と宮島弥山中腹

(獅子岩(s )、約 430m) にて風向風速・気温・湿度を観測
なお、観測場所は第 8図中にアル・フアベット記号で明記しである.

③空中花粉の測定

測定期日-1 987年 3月~継続中

測定方法一広島市および近郊の小学校 20枝の屋上に、円筒状のガラス瓶(花粉採集器、径

10.4cm，深さ1.7.0cm) を置き、 2週間 -6週間毎に回収し、顕微鏡で

分析する.

測定対象ーアメリカンフウ(楓の一種で広島大学構内など限られた場所に植えられている)や

杉、松などの花粉のほかにチャコール(炭片)

処理方法一単位面積当たり (1cmZ) の花粉またはチャコール量をカウントしそれらの飛散

状況と風向分布との関係を調べる.

-13-



111 研究結果

①広島県大気汚染調査報告書(1 9 7 9 年 4 月~ 1 9 8 0年 3月}の風のデータから描いた胤

配図の数例を第 1~4 図に示す.

②海陸風の実測結果のうち一例を紹介する.地上観測については春の分(3月)を第 5悶に、

立体観測については夏の分を第 7~8 図に示した.

③空中花粉の測定結果については、 3月 10 ~ 2 4日の約 2週間におけるチャコールf託の分布

状況を第 9図に、また、その聞の風速で重み付けした風向頻度を第 10図に示じた。

W 考察

( i )広島湾西部においては、一般風の強弱により吹のような海陸風または山谷風に相当する

ような局地風が見られる。これらの循環システムは 'Defantの山谷風モデル'

(第 6図)の様なものと考えられる.

a .太田川沿い~広島湾沿い j の循環風

b .八幡川~二十日市港 J の海陸風・山谷風循環系

c .小瀬川沿い~大竹港 Jの海陸風・山谷風循環系

d .一般風や海陸風に拘わりなく大野瀬戸に沿って吹く風

( i i )海陸風によって花粉やチャコールが一定方向・一定範囲に運ばれていると考えられる。

ただし海風で運ばれるにしてはやや遠距離の内陸(可部南小学校)に多量のチャコー jレ

が観測されたが、これは風下にある古いタイプの清掃工場(ごみ焼却所)からの煙りに

よるものと思われる.

第 2図大野町 第 3図 二十日市 第 4図 広島市三篠小
N 戸 ハ/

.r.v 
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第 9図 花粉採集栂によるチャコール量の分布観測一例(19 8 7年 3月)
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第 10図 花粉測定期間中の風向頻度{風速による重みづけ)
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海陸風始終時の地理的棺遣について

平本先男 日本気象協会広島支部

1 .はじめに

海陸風は、沿岸海上と陸上との聞で沿岸線に対しでほぼ直角に吹く局地的な風で、特にわが国で

は瀬戸内沿岸地方で顕著に現われている.この起因は、日の出と共に日射によって陸上と海上が暖

められるが、両者の熱容量の遣いで相対的には陸上が早く唖められてその上の気温が陸上のそれよ

りも高くなり、気温差が生じて、それが気温の差にはね帰って陸上から海上に向かう気圧傾度が生

じ、空気が海上から陸上に流れるようになる.とれを海風といい、夜間になると放射冷却による降

温化は陸上の方が早〈進み、相対的にまだ暖かい海上より陸上の方が低温となり、気圧傾度が陸上

から海上に向かうようになって風は陸上から海上に向かつて吹くようになる.とれを陸風という.

このように日中と夜間との聞で 180度風向が変転する局地風を海陸風と呼んでいる.との風が海

上及び陸上に吹いて及ぶ範聞は数 10kmとAるとされているが、瀬戸内沿岸のように背後に山地の
追っている地域では山谷風と海陸風との地域的な区別は難しい.ととでは広島県東部地方の沿岸部

での海陸風の始終と内陸 10数h辺りでのそれとの撮舞の遣いを観測事実より調査し、沿岸部から

直ぐ奥に山地の追った地域での海陸風研究の一端とした.

2 .海陸風始終時と気温の関係

沿岸部での観測所としては福山測候所、内陸は A地点と B地点を対象とし、 A，B両地点の地理

的分布は第 1図のとうりである. A地点は北方に向かう鰻やかな谷聞の中にあるが、 B地点は北側

に低い山地が迫っている.各地点での海陸風のそれぞれの始まり

時刻とその時の気温とをプロットしたのが第 2図である.抽出し

たサンプルとしては海陸風の卓越する 4，5月の中で、西日本が

移動性高気圧におおわれて晴天で一般風の弱い日とした.との図

から直感的に判るととは、陸嵐の始まり時期jは三地点とも 18時

を中心に集中しており、 {図中右側)その折の気温は 6-24"C

で陸風の始まり時の気温としてはかなりばらついている.また海

風では福山は 10時を中心に前後 2時間位の聞にまとまっており

気温も 7-22"Cとやや幅が狭くなっている.しかし、 A地点と

B地点は開始時刻も 5-6時間の幅が有り、さらに気温の上限は

1 7 "c位とそろっているが、下限は氷点下にも及んでいるととも

ある.これらのととは海風

の終り、すなわち陸風の始
宅

まりが、 3地点ともほぼ同 H

じ傾向にあって、その撮舞

いは類似していると見られ

る.海風の・始まり時刻が沿t6

F幹部に比べて内陸でばらば
11 

らとなっているのは果たし 10

て海風なのか、谷風なのか a 

あるいは混合した風となっ ‘ 
ているのか複雑な現象と考

えられる.そこで気温との 字直はs

t 
2‘ 
!l 

10 

1・
16 

14 

10 

ー2，c 4 

!I 

!O 

161 

.. 
11 

関係をさらに気圧配置と関 -1

速させてみるため、風の始

a 10 12 14 1& 11 70 日h -1 "1 10 11 1τ--rr-iri'oZ'1h -1目 6tI 10 12 ¥4 16 ¥1 !O tth 

!n2図 i毎陸風始終日寺と !n2図海陸風始終日事と 賀J2 i調 i侮陸風始終時と
気継の関係 気狐の関係 ¥ 気温の関係

まり時の最も低い気温の日
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の日である 3月 3日の天気図と、最も高い気温の 5月 31日の天気回を姉 3聞に示した.いずれも

移動性高気圧の閣内に西日本が入っている点は

同じだが、前者は移動性高気圧の前面に当って

おり、前日来寒気が流入していた.後者は日本

海に高気圧が有って帯、状の高気圧がつづき好天

となっていた。との 2例から見ても、基本的に

は西日本に寒気移、流があろうがなかろうが、要

するに気圧傾度がゆるく、一般風が弱くて好天

であるような気圧配置、すなわち移動性高気圧

におおわれた日は海陸風が卓越するようである

.したがって季節によって気温は異なっても気

圧配置等条件が揃えば沿岸部でも内陸でも卓越するようである.

第3図地上天気図

3 . 海陸風始終時の地域的遣い

第 4図からわかるように、 3地点について海風の平均始終時刻をとるとそれぞれ 9時 30分と 1

8時となり、 3地点ともほぼ同時的に始まったととになる.しかし、第 2図で見られたように 3地

点とも陸風の始まりは比較的時間幅が狭いので平

均で 18時というのは地勢に関係ない特性であろ I; 
う.陸風の前面の進行を考えると A，B地点、と福 18ト

山との距離からして一般的速度を考える(5 m/s) 171 終
と 1時間以内に到達するのでずれ輔が小さいので 16 

あろう。福山の沿岸部から内陸山間部に向かつて

の海風の出現時刻にはかなりの幅が見られるが平

均すると 9時 30分となるが時期j幅はかなり大き

のも特性である。海風が吹走している時間内の気

温は第 5図に示されているように最高気温は 3地

点、でわずか 1"C位の差があるだけだが(2 5 ~ 2 

6 .C) 、最低気温の差となると福山一 2・5"C、

A地点は-6.C、 B地点は -4"Cと大きくかけ離 I
れ、 i毎風の始まり時刻が 3地点でそれぞれ大きな

lIr 

l0t 
E ・

gト始

福

.a 点山
第4図海風始終の

最多時刻

幅があるのに対応して低温の遣いが見られる.すなわち、日中の最高気

温が地域的に差ほど変わっていないのに対し、海風始時の気温(最低気

温)にかなり地域的な差がある.これは海風の及んでいる地域が山地の

'c 
27 

飯高気温

~~t\、一『

'
E

・・2E
E
Z、
p
s
g
.

，aEB
-
-

F

O

R

u

d

-

-

-

-

-2 

ために朝方と夕方では地形の蕗響によって冷却度が変わるためであろう. 4 B 瓦

谷間に沿った A地点では北側に山腹を持つ B地点より低温の度合いが強

まるごとは理解できる。要するに山谷風の卓越するような場所にある所

では海風吹走時の最低気温には地域差が大きく現われるので沿岸平野部

と山間部での海陸風吹走の状況には大きな遣いが出たのであろう。

4 • あとがき

点点山

第 5図 i毎風吹走時間中の

気温の極

海陸風始終の内、沿岸部と山間部での時刻についてみると、海風の始まりには 3地点間で大きな

時間幅が現われているのに、陸風の始まり時期!には 3地点ともほぼ同じであることが分かった.そ

のことは同じような気圧配置を考えても、海風前線や陸風前線の到達が 1時間以内にある範囲の地

域内でみると、地理的条件によっておきる最低気温の表われ方に影響されているらしいととが思わ

れた。とのととは今後の海陸風の及ぶ地域が山谷風の吹走する領域にも該当するようなところでは

複雑な機構として考息する必要がある.
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--)~メソこ丘ヲ之、ノレ乙こよる:1:L!!-.lニJilltCJ.:Jシミユレーーシヨン

1 ，はじめに

トlass& David(1985)により提案されたモデルを用いて地上風

をシミュレートする.モデルは一層のσ座標系で地形や非断熱

加熱が地上風におよぼすメソスケールの影響をシミュレートで

きる.

2，モデルの概要

第 1図はモデルの鉛直構造を示しており，地上のTs，Vsを計

算する.静力学を仮定すると，地上においての運動量方程式は

次のようになる.

竺!= -V.， V九一fkX Vsー(孔Zs+ RTsV.lnps} + F +んV.2V.
at 

ここで，VS， Ts， Ps， Zsはそれぞれ風，気温，気圧，高度であ

り， fはコリオリのパラメーター， Rは気体常数， Fは摩擦力，

Kmは運動量拡散係数である.この式は地上におけるある地点で

の風は，移流，コリオリ力，気圧{頃度力，摩擁，拡散によって

与えられることを示している.

拡散項は計算を安定にし，サプグリッドスケールの混合をパ

ラメタライズしている.摩擦はF=・ ac cdVsl Vsl /Hに

よりパラメタライズする.ここで， aは日中で2，夜間で4で

ある， Cdは陸土で0，02，海上で0.0014とし，各々の

グリッドポイントにおいて格子内の陸と海の比率によって決め

る.

truncation errorを避けるために気圧傾度力の項を書き直す

と
gV.zs + RT.V.lnps = g{(el-H/TH)V.九

-[el + (e2/γTR)(TH -TR)]V.TR 

where 

+ (-yelーの+I)V.zs + (e2 --yel)V.ZR} ， 

el = (九九 1)[TH-
1ー(H-y，)-'ln(九/TH)]

e2 = T./TH • 

次に，気温の傾向方程式は熱力学方程式から次のように書け

る.

を=-Vs.V;Ts +号(午+Vs叱lm)+3+肌 2T，
これは，地上気温は温度移流，気圧変化などによる断熱加熱，

非断熱加熱，水平拡散により変化することを示している.この

式を地形によるdeflectionが地上からH(200 Om)までと
仮定し，気圧に関する項をTS，TH， TRを使って書き直すと

子-Vs口 -(A2/A1)Vs叱
一(A3/A1)Vs・V.TR+ Q/(A1cp) + KrAI-1'VH2T 
where 
.11 = 1 -(f/γ2)(1 -C2) 

A2 = r[C1(γ2-1-γー1)-C2γ2 -1] 

A3 = fγ一I(Ts/TR}
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C， =九ITH
Cz""九JnC，J("YzH)
r = glc" (the也γadiabaticlapse rate). 

となる.

非断熱加熱はまずこれを考慮せずに定常状態になるまで積分

した後，第2図に示す変化で与える.

reference levelは850mbに考え，気温減率はレーウィン

ゾンデ観測から求める.また，初期の風の場は気圧傾度力，コ

リオリ力，摩擦力がバランスするように与える.

グリッドは第3図に示すように荒川，C' staggeredを使い，

時間積分はlIIodified2nd order Adams sashforthを用いる.

また，グリッドの大きさは 1Okm，タイムステップは 180s 

を用いる.

気温の境界条件は流失境界で dφ/ d t =0となるように変化さ
せ，流入境界で固定する.風は全ての境界で変化させる.そし

て， du/dt，dv/dtの平均が 10 m/s以下になるまで積分を続け

る.

3.単純なi也形によるテストラン
パラメーターによる風系の変化を見るために 100ステップ

(5時間〉計算した中からいくつかの例を示す.

3.1ベル状の山をおいた場合〈第4図〉

山の形はCOS関数を用いて直径80km高さ500mのベル状と

した. a=O. 5， KII=30000とし 850lllbで西の風5m

/sを与えた場合で，山の回りを回る風が良〈表現されているが，

山頂の風下の風速が大きい.

3.2山を加熱した場合〈第5図〉

3.1で与えた山だけをAH=1 ocとし5時間加熱した. a=O. 
5， KII=20000としてある.低気圧循環をしながら山頂に

収束し，山麓で3，"/sの風速となっている.

3.3山を冷却した場合〈第6図〉

a， 1(1/は3.2と同じで， AC= -1 ocとし5時間冷却しである.
山頂から高気圧循環をしながら発散し山麓で 1. 5m/sとなって

いる.

3.4南北方向の海岸線があり陸を加熱した場合(第7図〉
右半分が陸で，静穏の状態からAH=O. 50Cとして5時間積
分する.海岸線付近で3m/sの北分を持った海風となる.

3.5湾がある場合〈第8図〉

幅60km奥行き401<01の湾があり， a=O.' 5， KII=300 

00の場合である.

いずれにしても実際の地形に当てはめる時には， aやKII等の

パラメーターをうまく調節しなくてはならない.今後は西日本

のi由形を入れ，大雨時や瀬戸内特有の風の分布について調査す

る.
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1. はじめに

広戸風は岡山県北部那岐山南麓日本原一帯で時々発現する局地

風として古くから有名である. この局地風の特徴は、 強風織が狭

いこと、 その時、 那岐山を含む東西に速なる山脈の稜線上に「風

枕」と地元で呼ぴ慣わされているロール雲を伴うことき事である.

その発現は、 台風または強い低気圧が紀伊半島南東側を東ないし

北東に進行するとき、 岡山県北部ではシノブチックえヶールで北

風となり、 那岐山の北側では、 鳥取県の千代川が北に開いた形の

流媛を持つためその中に笠気が収東し、 強風となって那岐山を越

え、 風ト似.IJ の日本原で強風となる、 と言う様に説明されてきた.

これだけの説明では風下側の強風域が狭いこと、 山を越えた風が

何故地表に逮するのか、 等という部分が十分な説得力を持たない

ように思われる.

一方、 例えば、 英 E認のヘルムウインド等は、 SCORER(1965)の言

う山越え気流として説明され、 SCORERのモデルと現象との一致も

十分のようである. 広戸風の場合もこれらと同ーの現象として説

明されるならば、 上述の強風域の狭いことも山を越えた気減が地

表に達することも説明でき、 問題は解決する. 広戸風がこれらと

本質的に同じ嵐である事を主張するためには、 勿論、 その風が吹

いているときに、 気流治いの鉛直断蘭上での風の流線が書けるよ

tうな観測をすれば良いのだが容易ではない. ところが、 ヘルムウ

インド等で観察されているような、 山脈に平行な口ール雲状の雲

列が、 広戸風の場合にも「風枕 J とは別に山脈の風下側に存在す

ることが確かめられれば、 広戸風も SCORERの言う山越え気流であ

る事が間使的に証明されたことになる。 筆者はその様な飯点か

ら、 過去の研究報告、 地元の人の証言等を調べてみたが、 上述の

f 嵐枕 J は多くの人が観察しているものの、 その風下側に存在す

るかも知れない第 2 番目、 第 3 番目の雲列の、 写真は勿論、 白書書

証言も手に入れることは出来ないでいた。 ところが、 本年 9 月 1

7 日早朝、 広戸風に伴う 2番目の雲列ではないかと思われる雲の

写真を、 岡山大学教育学部学生杉山誌、和寄きが撮影して量産者に提供

した. この写真を解析することによって、 写された雲列は、 那岐

山系の稜線にほぼ平行で、 稜線から約 6 k m南側にあることがわか

った. このことは、 広戸風が 5CORERの言う山越え気涜と同じもの

であるとの一つの証拠となり得るので報告したい.

2. ! 9耳7年 9月 17日の広戸風

当日 06時の天気図とその前後の台風 13号の経路を第 1図に示す.

台風 13号の位置は紀伊半島の南東側とは言い鍵いが、 それでも等

圧線からみて岡山県北部で北風、 従って広戸風が吹いても良い位

置にある。 この時の日本原近くの那事長町役場屋上での嵐の記録を

第 2図に示す. パルス状に嵐速の大きい時が!笥欠約に現れている

が、 そのうち北患であるのはそんなに多くはない. 図に示されて

いる期間中の最大風速は 03時 45分ごろの 15m/ sであるがこの時も風

向は南西である。 9月 16日 21時の米子でのゾンデ資料によると、 地

上司.ち抗 mt~ T では、 北北西から北北東のちから 10m/ sの嵐であるから、
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佐橋 謙 (岡山大・教育)

第1図 天気図 1987年ヲ月 17日

太実線は台風 13号の経路.
そばの数字はその均所にいた
日付(06時)

円第2図 風情!と風速記録

H 岡山県勝田郡那義町役場提供



主義国Iでの 1有商グ}強風は地形の野響を受けた

!祇であ乙には i唾いないと Lても、 どの符慢の

スケールの地形の影響かとか、 広戸風の二次

循環であるかどうかなどは結論できない. い

づれにしても、 上述のように有義町で北風に

対応して比較的強い風が吹いていること、 上

層で北風であることを総合すると、 あまり典

型的ではないにしても、 一応、 広戸風が吹い

たと考えることが出来よう.

3. 第 2 雲 ~IJ の写真とその解析

写真 1に問題の写真を示す. この写真は 9月

I 7 [:j 07時頃第 3 図に P と-して示す地点から撮

彩されたものである. この写真で A Ij:風枕、

B が問題の第 2 番目の雲列て'、 C • D は撮影

者の証言によれば、 青空も見えていた雲の薄

い領域である。 また、 点線は、 同じ場所から

雲がなければ見えるはずの稜線の位置である.

この写真から、 風枕と第 2雲列との雲低高

度が同じであるとの仮定を置くことによって、

第 4図のようにして山脈の稜線から第 2雲列

までの距離や、 雲列の向きを推定することが

出来る. その結果は、 第ヨ図に記入されてい

る様に、 稜線から第 2雲列の風上側の端まで

の~艇が約 6 k冊、雲の幅が約1.5 k圃と評価され

た. また、 使用されたカメラの視野角は 45度

であることから第 2 雲列の延長は最低 10k 111と

推定される. これらの事実は、 山頂と第 2雲

タIJの間に山岳波動の谷の部分があり、 そこで

最大風速域、 すなわち広戸風が発生するとい

う考えと、 地理的位置関係が大変良く-致し

ている。I!Pち、 今回探影された雲列は、 山岳

波動の一頭を現しており、 従って、 広戸風は

その発生機構はヘルムウインドと同じと見て

良いことになる.

11 
。‘ 10.・.e • • 実作町

第3図 付近の地図.

o 脅強町役場.
p 写真媛影位置.

M 津山測候所.

破線は写真から推定された雲~IJの位置.
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第4図 写真からの雲の位置の推定原理.

写真 1 

1987年9月17日07時ごろ媛影された
A 風枕
B 2番目の雲列

C 、[): 青空も見える雲の薄いところ.
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L 気象のコンサルタント 」
〈財〉日本気象協会関西本部---.-J

主な事業案内

-気象知識及び防災思想の普及

・気象機関の各種観測資料，天気予報，長期予報及び情報の提供

・気象，地象，水象等に関する予7Jtlj手法の研究，開発ならびに特定

利用者に対する予測の提供

・大気質，水質の測定と分析及び評価

・水資源，ダム管理，河川洪水等iζ関する水文気象観測，調査及び

研究

-波浪，潮流等の海象に関する観測，データ処理， シミュレーショ

ン及び予測の研究

-環境ア吃スメントに関する気象及び:7.k象の観測，調査ならびに研

'*' プし

・気象に関する学術助成及び気象事業関係者の共済及び育成事業

大阪市東成区東今里 3丁目 16番 11号

蚊日本気象協会関西本部
電話大阪 (06)972ー7501


